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・灰省

つよつ変化をつたい をキ|きた、 | 受ヽt,■1とD■か、 1子及! を々サ=え|コ つヽ'1か、 寸ヽ家'■,モ刀さ,、た

め悲えること,11てきなかつたことつく′さ残 りである。

参考文献

「熱帯魚の飼い方」

■6  ウ

日不熱帯魚研究所 牧  鱗1  信  司

の  発  生

央村由美子 柴 回を苗 中 原真百芙 野 村和子 宝 子山4B子

私達かヽ 生物部lr入部した時まず何をやるかが、問題になりました。その喘、私達には、 「発

生Jと いう文字か、頭の中に、とびこんでき在した。生命の神秘、生命の童大さ、それか、私た

ちの心をとらえたのです。夏手にはムラサキツニを、冬季にはパフンクニを実棟材料とした。

‐
(札 )

特キ1 8 1

■ ,採卵 ・採梅

1ア リス トテレスのランタンを,除 去する。

2体姪滋を捨ててから、海水を満た したビーカーの上に、逆さにのせる。

るKC■ (054モ ル )の 紘を、 ランタンを隊去 した穴に少母亡ぐ。

4抹 格の際は、 ド ライスパームにする。

b.雌 なの見分lt方

ムラナキウ‐tr場合は、

見分ける。雌の場合は、

胚 斑

米古子 (トライスパーム)

|

タト域ては分からない。パアンウエの場合は、告足の映毬の 色によつて

黄色味かかつている。

'け核 胞

ti 4,'



未成熟卵 ・成熟卵

未成熟,14)特徴は、大形の核 (りF核胞 )が ある。 lt熟ケPのlt徴は、内部に核か小さく見える。

卵 〔

パフンク‐ ・ ・・・・9 0μ

ムラサキウエ ・ ・・・95μ

C,発 生経j凸

。受精

精子 を含んだ海水 を、ょく洗つた卵 を入れた海水中に加える。 こうして、梅子と卵が、rnlじ海

水中におかれると、多数の粒子か卵のまわ りに集まる。その中の一匹か卵中に進入する。

。受精膜

梢子か入ると、全表山にとう助なbltかもち上かる。宝梢膜は、

よりも厚ぃ。 パ フンウエ ・・・・2 o rZ  ム ラサキゥエ ・・

o24u施 期

ム
ラ
サ
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ウ
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パフンウエの方かムラサヤゥエ

・・5 r 2

赤道面iで割れる        2細 胞期

oフ化胞胸卜           柔 突期

卵供内モ廻峡しはじめ、腱をとかす荘素を分

。胞肛後期 〔巧泳胞め

ふ化勉 泌

し、膜を破り泳ぎ出す

)手泳〔じ|五 のう触松 ☆'



れIⅢ概仲4の砲″車か陥入し、眸入した者い分か原腸か肝材となる。「【Pl17か休中に十す4〕

oメ リズム型々生

赤色素抱か、ムラサキウエでは見えなかつたわヽ パフンウエでは、はつきりと況えた。

パフンウ‐●●・・i30μ x150rt ムラサキウニ。,・・1?0″×1 5 0rr

oノ ルテウス幼生

ムラサキウエとパフンウニとでは、夕`フ /

ウエの方が うでが長い。

パフンウ‐・●・・27 0μ x 1 6 0μ

ムラサキウニ ・・・2 2 0 F 2 X 8 5″

d.人 為単為発生

0に よう素処理

採卵 した卵を、 1モ ルの尿素溶なを入れた時討皿 (18枚 うに、 ビ ペツトで入れる。次に、 3

～ 20秒 まで 1秒毎に、及宗浴液からaFL通海水の小lllに、卵を移す。海水 中で受梅陳か、あか

●たら(浄 10分 )、 li;瑛海ガ(にわす。と、コキ!か始 まる。

ヽ

フラけ ウス幼生初期

追経生発 ム ラ サ キ ツ ニ ｀ フ ン ツ =

受  精   膜

2   約 1   胞   朗

4 J 8胞 期

8細 他 期

'`  細   庖   斯

52  細   胞   親

桑  実   勅

胞 雄 初 期

ふ  化   抱   魅

鴻  泳  胞  座

の  う  胚  I 期

の  う  雄  II 期

の  う  に  III 期

の  う  胚 Ⅳ  期

プ リズ ム型 幼 生 I期

プ リズ ム型 幼 生 正 期

プ ル テ ウ ス幼 生 I期

グ ル テ ウス 幼 生 工 期

ブ ル テ ウス 幼 生 亜 期

40秒  (29c)

1時 罰5分

1時 期3 0分

2時 母

2時 r・140分

3時 幻20分

9時 町2 5分

21時 Fal

24時 間

2分  (15℃ )

2時 間

3時 間

4時 IHl

5時 間 30分

7時 1町15分

8時 は130分

164胡

18時 間

2 11キは1

231時1朗

28け寺十H

31時 ‖苫l

58時 間

45時 間

47時 間

53時 間  tイ

65時 間

80時 間

_ 1 8 _



ヽ

(実脅後の反省 )

私差は、 4回 の亨手'を、行なつたか、ぃすれも失月資に終つた。宝■ll ti、よ、かつた,t、そ,)後

の卵割力繋 まず、卯の細胞がこわれて しまつた。その原閃として'■、市張:イ,求に「中地 i々、ぁると

思われる。例外として、普過海水から高張海水に移さないのに、卯|!したのがあつた。それは,

り予春̀ が進んて 8 nfF胞朗まで進んだか、その後ゃやはり卵がこわれてしまつた。

o酪 酸処理

!フ/'ON酪 酸を5～ る%に うすめたものの中に、よく洗つたネ受精ワ,を入れる。次に普通海

水にもどし、これて受楠膜か形成される。

これだけては万S割が行なわれないのてヽ それを促すために支柏膜形成後 10～ 20分 して高張

海水に20～ 60分 つける。さらに普通海水にもどす。

実験tよ、 Elし時lH5にはじめ後は 19秒 すっすらして普通
2FI水にうつした。それを 3分 まで行

なつた。全体にあまりよくなかつたが、その中では '～ 1分 50秒 のものか 1番受格膜の上か

る率かよかつた。高張海水に入れてからの結果が、よくなかつた。

原因として考えられる事は、高張海水につける時間か長すぎたようvr思われる。
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反省

注り8期!か決 つヽているす)て、 唇うように生r↑かでき子●ヽつた。鴻lrをかえて孔牛の午'1に 罰つ

ちがいを見ようとrtつたか卜Ⅲに撤感たたrぅ引jんで しまつた。本ウ‐の発牛もやつてみたかつた。

参考文府

・生物学実験法講座

'動 物の発生

■7 血 液 型不適合 につ いての紹 介

飯日美子 大 畠茂代 近 藤和子

現在、ヤスコミでイエローベビーとぃうことか話題になつてきてぃます。そして一方ではイエ

ロー・ベビー・オペレーシヨンもようやく軌追に長つてきたようでtまあります力ヽ 反血、全然無

知な人も多いようてす。その為,ど れはど大 くのいたいけな生・・かク☆色い機手クにおそわれ、

むしばまれてきたことでしよう。私達も先生に勧あられるまよに、 「ママの血llt型」という毎日

打レ社発行の本を読んてみて、改r)てィェ・_,ベ ピーの悲腕を病感いたしました。このことを

―人ても多くう人に知つてもらうハ 文化会を中心に大次に。子ひかけようと相談かまとまりまし

た。さつそく毎日新141社に降|い合わせ、昨年違救された新聞記事を送つてくオtるよう依頼し、ま

た近所のた婦人■医を訪問し、お詰を/Jいなした。事実、 Rhマ イナス不適合は早くからアビー

ルしてt たヽようてしたか、 A B Ojt不適合t〔ついてヤえ、 あ まり'ら れてぉりませたてした。 =た

文化会の時にiょ体岐なさつたお母さんもいたり、女生徒たけの本校では大いにうけました。以下

文化会の時の 「ママの血lTI型」の本の紹介事墳をまといてみました。紹介にけに留まらず、もう

一歩深く研究てきなかつたことか残念てす。

■・本4定生徒の血在J調 査

血放=りに'」i也を発し、いつたい本後の生産ltどの位、 自分のrtl法番上について関心かあるか摘査

しました。第 1回日では館いたことに 273%し か知つていすせんでしたか2 LH4目には、知らな

い生徒か 4%た ぃと下のほのようた結果がですした。
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